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社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会

「
放
課
後
児
童
対
策
に
関
す
る

専
門
委
員
会
」

〈
第
一
三
回
　
専
門
委
員
会
〉

　

第
一
三
回
「
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部

会
『
放
課
後
児
童
対
策
に
関
す
る
専
門
委

員
会
』」
が
、
二
〇
二
二
年
九
月
二
八
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
会
議
資
料
は
厚
生

労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

当
日
は
、「
新
・
放
課
後
子
ど
も
総
合

プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
「
一
体
型
」
の
推
進

に
つ
い
て
と
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推

進
に
つ
い
て
、
関
係
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
先
立
っ
て
、
文
部
科
学

省
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学
習
推
進
課
か

ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
二
回
で
、
学
童
保
育
の
「
待
機

児
童
解
消
の
取
組
等
」
と
し
て
、「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
の
受
け
皿

に
、
放
課
後
子
供
教
室
の
活
用
を
考
え

て
い
る
」
自
治
体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
文
部
科
学
省
は
今

回
、「
放
課
後
子
供
教
室
」
に
つ
い
て
の

ス
タ
ン
ス
を
以
下
の
よ
う
に
明
確
に
し

ま
し
た
。

◇
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学

習
推
進
課
の
説
明

　

説
明
の
な
か
で
は
、「
放
課
後
子
供
教

室
」
に
つ
い
て
、「
社
会
教
育
の
一
環
」「
地

域
の
大
人
た
ち
の
日
々
の
学
び
の
成
果

を
生
か
す
」「
地
域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
無
償
あ
る
い
は
謝
金
（
賃
金
で
は
な

い
）」「
週
１
〜
２
日
が
標
準
」「
地
域
の

人
々
の
参
画
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

　

後
述
す
る
文
部
科
学
省
と
の
懇
談
の

と
き
に
提
供
さ
れ
た
資
料
が
、
今
回
の
専

協
議
会
だ
よ
り

門
委
員
会
で
は
、
更
新
さ
れ
て
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
資
料
に
あ
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一

体
的
推
進
」
の
図
示
で
は
、「
学
校
運
営

協
議
会
」
の
委
員
に
、「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
関
係
者
」
の
文
字
が
入
っ
て
い
ま

す
。

＊
事
務
局
注　

二
〇
二
二
年
七
月
二
九
日

に
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地

域
学
習
推
進
課
と
全
国
学
童
保
育
連

絡
協
議
会
（
以
下
、
全
国
連
協
）
が

懇
談
し
た
折
に
、「
学
童
保
育
と
学
校

と
の
連
携
は
、
地
域
・
現
場
に
よ
っ

て
は
む
ず
か
し
い
こ
と
が
あ
る
」
と
い

う
話
を
全
国
連
協
か
ら
し
た
と
こ
ろ
、

「
学
童
保
育
と
学
校
と
の
相
互
理
解
を

も
と
に
し
た
連
携
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、『
学
校
運
営
協
議
会
』
へ

の
参
画
が
有
効
で
あ
ろ
う
」
と
、
文
部

科
学
省
か
ら
資
料
提
供
が
あ
り
ま
し

た
。「
学
校
運
営
協
議
会
」
に
は
、
運

営
者
や
指
導
員
で
は
な
く
、
学
童
保
育

の
保
護
者
組
織
が
参
画
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

◇
千
葉
県
松
戸
市
か
ら
の
報
告

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
「
放
課
後
子
供

教
室
」
の
一
体
型
の
取
り
組
み
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
市
で
行
っ
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
及
び
放
課
後
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ル
ー
ム
（
放
課

後
子
供
教
室
）
は
市
内
全
小
学
校
区
に
設

置
。
一
四
の
運
営
事
業
者
へ
運
営
を
委
託

し
て
い
ま
す
。
課
題
は
、「
事
業
者
間
の

関
係
性
が
重
要
」「
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
な
い
児
童
の
対
応
に
苦
慮
す
る
（
居
場

所
、
支
援
員
・
ス
タ
ッ
フ
配
置
）」
等
。

◇
東
京
都
調
布
市
か
ら
の
報
告

　

障
害
児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
す
べ
て
の
学
童
保
育
で

障
害
児
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
現
在
の
受
け
入
れ
状
況
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
障
害

児
を
重
点
的
に
受
け
入
れ
る
学
童
保
育
と

し
て
新
た
に
設
置
さ
れ
た
、
ゆ
ず
の
き
学

童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

定
員
は
四
〇
名
（
知
的
障
害
児
一
〇

名
、
身
体
障
害
児
五
名
が
受
け
入
れ
枠
）、
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二
〇
二
二
年
九
月
時
点
で
三
四
名
が
入
所

（
う
ち
、
知
的
障
害
児
六
名
、
身
体
障
害

児
一
名
）。
施
設
に
は
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

室
や
医
務
室
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
設

備
を
備
え
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
準

拠
し
た
個
別
支
援
計
画
を
作
成
（
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
は
年
一
回
）。
職
員
に
周
知
・
共

有
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

〈
第
二
回
児
童
館
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
〉

　

社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
「
放
課
後

児
童
対
策
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
の
も

と
で
、
第
二
回
児
童
館
の
あ
り
方
に
関
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
、
二
〇
二
二

年
一
〇
月
一
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
、「
本

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
議
論
を
と
り
ま

と
め
、
専
門
委
員
会
に
報
告
す
る
」
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
二
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

「
資
料
一　

こ
れ
ま
で
の
議
論
（
第
一
回
）

に
お
け
る
主
な
発
言
要
旨
」
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、「
制
度
」「
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」「
居
場
所
」「
大
型
児
童

館
の
役
割
」
の
四
つ
を
柱
に
、
各
委
員
か

ら
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

安
部
芳
絵
委
員
（
工
学
院
大
学
）
は
、

「
こ
ど
も
食
堂
、
学
習
支
援
が
必
要
な
い

と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
前
置

き
し
な
が
ら
、
こ
ど
も
家
庭
庁
創
設
に
あ

た
っ
て
、「
専
門
職
を
配
置
し
て
い
る
児

童
館
を
、
こ
ど
も
食
堂
、
学
習
支
援
と
列

挙
し
て
い
る
こ
と
に
非
常
に
違
和
感
を

持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、「
困
っ
て
い
る

こ
と
・
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
言
語
化
で
き

な
い
と
き
、
鍵
と
な
る
の
は
遊
び
で
あ

る
」「『
な
ん
か
や
だ
な
ぁ
』『
困
っ
た
な
ぁ
』

は
、
遊
び
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
」「
児

童
厚
生
員
は
、
遊
び
を
通
し
て
ふ
だ
ん
と

の
ち
が
い
に
気
づ
き
、
一
緒
に
遊
び
な
が

ら
そ
の
子
の
イ
ラ
イ
ラ
や
言
動
の
背
景
を

探
る
」「
必
要
に
応
じ
て
関
連
機
関
と
連

携
を
と
る
場
合
も
あ
る
」「
一
見
す
る
と

『
問
題
が
な
さ
そ
う
な
子
ど
も
』
で
あ
っ

て
も
、
な
ん
ら
か
の
問
題
に
直
面
す
る
こ

と
は
多
々
あ
る
が
、
こ
の
相
反
す
る
状
況

は
学
校
や
家
庭
で
は
気
づ
き
に
く
い
」
と

発
言
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は

二
〇
二
二
年
一
一
月
二
二
日
に
開
催
さ

れ
、
議
論
の
と
り
ま
と
め
案
が
提
示
さ
れ

ま
す
。ひ
き
つ
づ
き
、ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
、
専
門
委
員
会
の
議
論
を
注
視
し
、
各

委
員
に
私
た
ち
の
要
望
を
届
け
ま
す
。

全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会 

定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
三
日
、
全
国
連

協
は
東
京
都
豊
島
区
内
で
二
〇
二
二
年
度

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
か
ら
の
一
年
間
）

の
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、

会
場
三
六
名
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
て
、
全
国
七
〇
地
点
以
上
か
ら
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
二
〇
二
一
年
度
の
活
動
報

告
、
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
会
計
監
査
報

告
を
受
け
た
後
、
い
ず
れ
も
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
つ
づ
い
て
、「
学
童
保
育
を
め
ぐ

る
現
状
と
課
題
」
を
確
認
し
、
今
年
度
の

活
動
方
針
（
本
誌
二
〇
二
三
年
一
月
号
に

掲
載
予
定
）と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
選
出
さ
れ
た
今
年
度
の
全
国
連

協
役
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

◆
会
長　

戸
塚
丈
夫
（
三
多
摩
・
保
護
者
・

新
）

◆
副
会
長　

飛
鳥
井
祐
貴
（
神
奈
川
・
指

導
員
・
新
）、
出
射
雅
子
（
京
都
・
保

護
者
・
再
）、
小
野
さ
と
み
（
三
多
摩
・

指
導
員
・
再
）、
角
野
い
ず
み
（
岡
山
・

指
導
員
・
再
）、
嘉
村
祐
之
（
岩
手
・

指
導
員
・
再
）、
賀
屋
哲
男
（
愛
知
・

専
従
職
員
・
再
）、
川
崎
み
ゆ
き
（
大

阪
・
指
導
員
・
再
）、
佐
藤
正
美
（
埼

玉
・
指
導
員
・
再
）、
重
木
奈
穂
美
（
石

川
・
指
導
員
・
再
）、
中
野
明
彦
（
奈

良
・
保
護
者
・
再
）、
西
田
隆
良
（
埼

玉
・
保
護
者
・
新
）、
平
井
茜
（
神
奈

川
・
指
導
員
・
新
）、
平
野
良
徳
（
兵
庫
・

保
護
者
・
再
）（
五
十
音
順
）

◆
事
務
局
長　

高
橋
誠
（
東
京
・
指
導
員
・

再
）

◆
事
務
局
次
長　

佐
藤
愛
子（
職
員
・
再
）、

千
葉
智
生
（
職
員
・
再
）


